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概 要

本研究は， 救台、車合利用 した似向者 ・同乗l比j係針及び対応した救急隊長に対して救急工IJの振動に|対する

アンケー 卜調在を実施すること μ より， 車内における以仰Jの夫態を杷置するために実施した ものである。

主な結果!t次のとおり。

1 ii1病者以〕約40%，I共l係者ω約50%は， 救急、rl:r.の乗り 心地は 「良"Jと!必 じているが， 似病者 ・IYI係

者とも約20%は，救急 tドのdbり心地が惑いと!，g;じている。

2 救急車内では，過=r-数の傷病者及び、関係者が左右や古ij後の綴れよりも上下方向の悟れを感じている。

3 救 .~t，、隊員で病状に影仰があると感じているの は約20% '1':あ るのに対し， 傷病者 ・ 関係者ではそれぞ

れ33%，36%とI'::j，) i[liを示していることから，救急隊長と傷病者 ・|矧係者の聞に必:殺の差がみられた。

4 救急wは一般の乗用'I(~=比べ，乗 り心地がJ11 いというLr:rl答が多かった。

We sent questionnaire on viblations of the ambulance to sick or injured persons. on concerned 

persons and captain of amblllance crew who had treated them 

Th巳 resllltswere as follws 

40% of sick or injured persons. and 50% of concerned persons feJt cOl1lfortable to be carried b~ 

an al1lbulance. bllt 20% of those felt llncol1lfortable 

2 Over the half of sick or injured perSoT!S and concern巳dpersons felt vertical viblation more than 

horizonta 1 one. 

3 About serious influence on the patient's condition， there is difference in consiousness between 

sick or injured persons and the captain of the ambulance crew 

4 Sick or injured persons and cOllcerned persons felt uncomfortable in an al1lbulance to be 

compared with the ordinary car 

l 調査目的

救急需要は年々増加 し，'Y成 2年中の救急要請

は39万2，200件に む達している。こ の4"でも， I尚齢

化や成人病の増加による急病の増加Z引こ より，救

急処置範囲の拡大等，救急技術等に対する期待や

要求，関心が高ま っている。

このような状況ωヰlで，平成元年 Jこ第四研究室

でわった「救fj搬送tLJ州話等の意識調査結梨」に

おいて，救急車の振動が，傷病者の病状1':何らか

• f-防部予防課 ・・第四研究宅

(]39) 

の影轡を及ぼしていると の意見が見受りられたた

め，本調査によ り，救急車の振動についての似病

者 ・同乗関係者のな識を把握し，今後の救急車の

構造改善等に反映する ことに よって，より的確な

救急業務の執行に資することを 11的に'火施したも

のである。

2 調査項目

(1) 救急車の乗り心地

(2) 救急車内で感じた悟れの方向

(3) 救急車内の振動が病状に及ぼす影響

(4) 救急車と 一般の渠月j車と の采り心地の比較
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3 調査対象者等

(1) 調査期間

平成 2年11月1日から

平成 3年2月28日まで

(2) 調査対象!救急|米

合計 5救急隊

芝 消防署芝 救 急 隊，三田救急隊

渋谷消防署 渋谷救急隊，恵比寿救急隊，

原f首救急隊

(3) 調査対象者

調査対象救急隊(以下 「救急隊」とする)

が搬送した傷病者，同乗した関係指(以下「関

係者」とする)及び対応した救急隊長。向病

者 ・関係者の選定は，初診目、'f.f!l度別に l経症

25%，中等症50%，jli:症25%を目標としたが，

業務の関係から表 4のとお りとなった。

(4) 制査方法

l救急事象に対し似病者 I名， 関係者 1名

に対してアンケー 卜用紙そ配付し.返lJ用封

筒を用いて回収した。 同時にアンケー卜用紙

を配付 した救急隊長に病状への影響等に閲す

る調貨を実施した。

4 調 査 数

(l) 調査対象救急件数

198件

(2) 傷病者アンケー ト有効|記l答者数

134人(回符率67.7%)

(3) 関係者アンケート有効回答者数

142人 (回答率71.7%)

(4) 調作対象救急隊長

延べ198人

5 集計方法

単純集計及びク ロス集計

6.標本構成

標本構成を表 lから表 7に示す (傷病者及び

関係者回答者)

傷病者

関係者

組

傷病者 95 

(70.9) 

関係者 I 0 2 

<71.8) 

経

傷病者

表 1 性別

男 性 女 性 〆E当3、 計

7 0 6 4 134 

( 52.2 ) ( 47.8 ) <100.0) 

5 3 8 9 142 

( 37.3 ) ( 62. 7 ) <100.0) 

※(  )内は%を表す

表 2 年齢別

表 3 事故種別

廃転院鍛送 交 週 一般負傷 労窃災害 合 計

I 5 3 18 3 I 3 4 
(j 1. 3) ( 2.2) C13. il ( 2.2) 

I 6 3 I 8 3 

(j 1. 3) ( 2. j) 02.7) ( 2. j) (lOO 

※(  )内は%を表す

表 4 初診時程度別

症 中等症 重症以上 メEL3 計

5 1 6 6 1 7 134 

(38. 1) (49. 2) <12. 7) 000.0) 

関係者 5 0 7 1 2 1 142 

(35. 2) (50. 0) 04. 8) 000.0) 

※(  )内は%を表す

(140) 



表 5 車種別

ベンツ 国産車 メEbコh 計

傷病者 4 7 8 7 134 

(35. 1) (64. 9) (100.0) 

関係者 5 0 9 2 142 

(35. 2) (64. 8) (100.0) 

※ (  )内は%を表す

表 6 運転匪

あ る な βE弘コ、 計

傷病者 5 6 7 8 134 

(41.8) (58. 2) <100. 0) 

関係者 7 5 6 7 142 

(52. 8) (47. 2) <100.0) 

表 7 救急車の利用回数別

今回 が 過去に メtコミ 計

初めて 手IJ 用

傷病者 6 7 6 7 

(50. Q) (50. Q) (100. 0) 

関係者 6 3 7 9 142 

(44. 4) (55. 6) (100. 0) 

※(  )内は%を表す

7 分析結果

(1) 救急車の乗 り心地について数急車の乗 り心

地について傷病名 ・!民|係者別に 5段階に分け

た むのを図 114示す。

傷病者 良 L、

(N=134) 盤 やや良い

普 通

関係者 量 やや惑い

(N= 142) 幽悪 し、

o 10 20 30 40 50 60 10 80 90100 (%) 

'*小牧点以下四捨五入

図 l 救急車の乗り心地

なお， j'，t千文111/立び|寸中の数字・1よ，傷病名

134人， 関係11142人に対する割合企%で示 し

たも のであ る。 U/}病首134人中52名 (38.8%)，

関係自 1 112人 ~172名 (50.7%) は，乗り心地が

r.t主l'j &び 「やや良い」 と1.01答して いるが，

傷病者 ・|見|係者とも約20%の者 は采り心地が

「誕t、 ややJEiしり と1"1容し ている。

ア 初診時砲j立川

初診II.~程度別に乗り心地を比較し た幸吉 川J

を図 2に示す。
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図 2 初診時程度別救急車の乗り心地

KH件.1.(号についてみる と r'怒し)j rやや思

い」と 回答 した名ーが， 椛 症で51人中11人

(21.5%)， 中等話二て'66人中12人(182%) 

:cn症で17人中 3人 07.7%)と症扶が軽い

方が系列り心地がJLFい と感じ ている。これは

軽症者一のブ1が病状が，~いため， 振動に対

て敏感 だっ たためと考 えられる。

また， 1品l係告についてみると ，仁l'ミf品の

傷病 行lζ同乗し た'*'1係省にr，止、いj やや惑

(] 41) 
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い」 と感じている者が多い。一方， 乗り心

地が 「良しり fやや良しりと 回答している者

は， 初診時程度が 'I~ く な る程， 増え ている。

イ 搬送距離別

州院まで搬送 した走行距離別に乗り心地

を比較した結果を図 3に示す。

澱送距雌が 2krn未満の場合，乗り心地が

「惑いJ rやや思しりと 回答している者が傷

病名で65人中10人05.4%)，関係白で67人

中10人 04.9%)であるのに対し， 5 krn以

よ搬送 した場合に は， 傷病者で25人中 9人

(36.0%)，関係者では30人中12人(40.0%)

になっている。この己 とから， 傷両者，t)[) 

1系市ーとも搬送距峨が長い程凝 り心地が:/f;い

と感じていることがわかる。

関 湯島 〈ぜ142)
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図 3 織送距離別救急車の乗り心地

ウ 近I!転陸別

自動車の巡I1忘自差別に乗り心地を比較した

結裂を図 4に示す。
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図 4 運転歴別救急車の乗り心地

巡 転歴がある傷病者の56人中13人

(23.2%)，関係者の75人中18人 (24.0%)

が 「惑いJ rやや恕い」と回答しているのに

対し，運転廃がない傷病者では78人中13人

06.6%)，同じく fMiI係者では67人中10人

04.9%) と低い値を示している。このこ

とからiill転慨がある者の方が，乗り心地が

恐いと感じていることが認められる。

(142) 

4I，z.に

争'1 m 

エ利用色l数別

救急車の乗 り心地を過去の利用状況)JIjに

みた結果を阿 5に示す。

乗り心地が 「怒 ~'J rやや悲しりと 回答し

ているぞ;のう ち，今岡初めて利用した傷跡j

i'i"fi67人中11人(16.4%)であるのに対し，

過去に利川 した経験のある創病名では67人

中 15人 (22.4%) と 1!I~fj ~ 斗自 を示して いる。

このことから，初めて利用した傷病者より

も， 過去に利用したことのある傷病者の方

が乗り心地が慰いと感じていることがわか

る。

旬めて

(""臼1

過，z.に
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聞偽密 (" 1 ~2 i 
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仰臥位

(N=89l 

個Ij臥位

(N=27l 

その他

(N ~ 18) 
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良 い・....'"ぃ 一. 過 g やや.也、.. い

図 5 利用回数別救急車の乗り心地

オ搬送体位別

fお耐首が搬送主れた体位別(，.:乗り心地を

表したものを図 6fこ示す。

( N=J34 l 

良い

覇軍 やや良い

普通

冨 やや悪い

.惑 い

20 30 .0 5'0 60 10 80 90 100 (%) 

主主・ 小数点以下四捨五入

図 6 搬送体位別救急車の乗り心地

大きな差はみられないが，仰臥位で搬送

された傷病信の方が，領1)臥位で搬送された

傷病者より も「良し'J rやや良い」と感じて

いる oが若干多い。

カ 事故村別乗り心地

~;j病者の 'JJ故種別ごとに見た乗り心地を

斗7に示す。
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図 7 事故種別救急車の乗り心地

r +æ~ t， \J rやや!ff;しり と刷容している省は似

病名，/生l係者共に転院船送に上 る利川者が15

人[1']5人 (33.3%)，16人中 6人 (37.5%) と

多い。 また，一般負傷によ り利用した傷病者，

|長/{系有ではそれぞれ18人中11人 (61.0%)，18 

人中12人 (66.0%) が良いと 問答 しているこ

とから， 転|比搬送による利用おは来 り心地が

「恵、い」と感じている者が多く，創{拐などの

外{おに より搬送された傷病名は比較的「良しり

と!'dじていることがわかる。

(2) 救急車内で感 じた揺れの方向

救急車内で感 じた帰れの方向を12/81"::示す。

傷病者

(N=134) 

関係者

( Nニ142)

。10 20 30 40 50 60 70 80 90100 (%) 

※ 小数点以下四捨五入

1111 上下 口 前後 左右 わからない

図 8 ゆれの方向

t伝病者 ・|刻係者 とも上下方向の帰れ合J14も

強く 感じている者が多く，次いで左右の帰れ，

前後の摺れの阪になっている。

ア 殿送(本位別

11.¥病名の搬送された体位別のゆれのfj向

をfZI9(こ示す。

(143) 

仰臥位

(N=89) 

!日11臥位

(N=27) 

その他

(N=18) 

( N=134 ) 

l上下

口 前後

量 左右

わから

ない

o 1020 30 40 50 607080 90100 (%) 

※小数点以下四捨五入

図 9 搬送体位別ゆれの方向

大き な葺はみ られないが， 1ql臥位で搬送

された似μJ7うより側臥位で澱送された向病

者の方が，上下の括れを強く 感 じている者

が多し〉。また，側臥位で搬送された傷病折

で 「わからなしりと 回答している者がいな

いことから， {f!1/臥{立で搬送された傷病名 は，

振動に対して何らかの反応、をしていること

カtう力、ヵEえる。

イ 来車も刈l岬l

関係者の乗車した位世に よるJ1r(1jiのの方向

の&'i:図10に示す。
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図10 乗車位置別揺れの方向

ベンツ 1ft を利用 し た /~11系有のうら， ①の

道行 ノゴ向 j寸前古1¥に乗車し た22人中15人

(68.2%) が上下方向の振動を感じている

のに対し②の右後部，③の左後部に采EFし

た|則係 右で はそれぞれ23人中 15人

(652%)， 6 人 I~， 4人 (66.7%)の者が左

右の揺れを感じている O このことから，べ



ンツ車の右前部の位自では上下方向の振動

を，右後部と左後部の位置では左右方向の

娠動を強く感じていることが認められる。

また， 国産車では，白ij(;ilてしは左右のf;tiれ

を，そして後部内jm:こい くほど上下方向の

陥れを感じている ことがわかる。

(3) 病状への影響

救急車の振動が，病状に何らかの影特を感

じたかどうかを救急隊長， 傷病者，関係者に

分けて表したものを図11に示す。

救急隊長が r{;~仰がある 」 と感じた救急事

象は198件中42件 (21.2%)であるのに対し，

傷病有では134人中35人 (361%)，関係者で

は142人中47人 (33目 1%)と高い値を示してい

る。ま た，救急隊長が 「影響がなしり と !ü.~ じ

た救急車象は155件 (78.3%)であるのに対

し，傷病者では134人中49人 (36.6%)，I見l係

者では142人中54人 (38.0%)と低くなってい

る。このことから，救急隊長と傷耐省・関係

者との聞に意識の差がみられる。

10.5 

救急隊長

( N=198 ) 

傷病者

( N=134 ) 

関係者

( N:142 ) 

ア 初診時程度別

初診時程度別にみた凶状へのj;~糾を図 12

に示す。

傷病者についてみると， 傷病根度がlfiく

なるにつれ i影響がある」と回答している

者が補え i影枠なしりと回答している者が

少なくなっ ている。こωことから， 傷病者

は似病程度が盛 くなる程，振動が病状に対

して影籾があると感じていることがわかるo

イ 搬送体位別病状への影秤

病状への影響を搬送体位別に表したもの

を匙113に示す。

「影響がある」と答えた者のうち仰臥位

で搬送された者が89人中20人 (23.0%)で

あるのに対し，側臥位で搬送された者では

27人中10人 (37.0%) と多くなっている。

また「影特なしりと回答している者も仰臥

位で搬送された89人中34人 (38.0%)に対

し，側臥位では27人中 5人(19.0%)と低

くなっていること から，仰臥位より側臥位

で搬送された傷病者の方が rj浴料がある」

と感じているこ とがわかる。

( N= 134 ) 

仰臥位

(N:89) 
圃彫響ある

口彫響ない

ぶ わからむい

側臥位

(N=27) 

※ 小数点以下四捨五入

その他

o 1020304060101080 90100 (9ti) (N=18) 

置影響ある 口影響ない 終わからない

図11 病状への影響
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図12 初診時程度別病状への影響

o 10 20 30 40 50 80 10 80 90100 (%) 

※ 小数点以下四捨五入

図13 搬送体位別病状への影響
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図14 搬送距離別病状への影響
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ウ搬送~I '離別

病状への{;0特を搬送距離別に表したもの

を1';.(114に示す。

搬送距離が 2km未満で， 「;彩特がある」と

回答している者が， jr~ f0if'i65人中15人

(23.1%)， 1見|仔:笥で'67人中20人 (29.9%)

であるのに対し， 搬法距離が 5krn以上にな

ると傷州身者25人中 8人 (32.0%)関係者

では30人巾18人 (60.0%) と多くなってい

る。また 2km未満似 病 名前人中25人

(40.0%)， 1見l係者67人中29人 (43.3%)が

「影併なしりと回答していることから，搬

送距雌が長い円，病状に対して影特がある

と感じていることがわかる。

(4) 一般の乗用車との比較

関係者に対する符問で救急車の乗 り心地を

一般の来月j車と比較したものを[%115に示す。

関係者

(N=142) 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

(%) 

※ 小数点以下四捨五入

良い選議同じくらい 悶惑い

図15 一般の乗用車との比較

一般の*mi~J に比べ「良しりと感じている

者は142人中23人(16.2%)であるのに対し，

IJEし】]と感じている者は57人 (40，1%) と

二倍以上になっている。ことから，救急}Iiは

ー般の乗11]11;;:に比べ， j長り心地が車、いと感じ

ていることカ1うカ当カfえる。

8 まとめ

(1) 救急，r. U J;!l~ り心地について

ア 初診時程度目IJ

1M梢行についてみると，初診時程度が軽

い程，乗り心地がJElいと 回答している。ま

た， WH系fiについてみると， I JQ. l】」と川答

しているれは科度が，f(くなる程多い。

イ 殿送距離

別傷病者 ・関係者とも鰍送則前!fが長いj:11

乗り心地が悪いと感じている。

(45) 

ウ 運転陸別

似病名 ・関係者 とも迎'I(王座がある者の方

が乗 り心地が 「怒しりと感じている。

エ 利 用回数別

傷病者についてみると，過去に利用した

ことのある傷病者の方が，初めて利用した

向病者よ り 「怒しりと必じている。

オ機i送体位別

大きな差はみられないが， j月]臥位で搬送

された方が側臥位で殿i25された場介よりも

「良しりと感じている者が多い。

(2) 救急車内で感じた揺れの方向

救急車内では約50%U)者が上下方向の括れ

を最も強く[~じている。

ア搬送体位別

側臥位で鰍送された傷病者の方が仰臥位

に比べ，上下方向の陥れを感じている者が

多い。

イ乗車ftLi1!7別

ベンツ車の進行方向右前部の伎町では上

トの揺れを，右後部と ~I 後，ißのtltrfでは，

左右の揺れを以も強く感じている。国産草

では，後部I'f.席にいくほど，上下の揺れを

強く感じてし〉る。

(3) 病状への影~JJ.:~

傷病者 ・関係者で 「影糾がない」と感じて

いるのは40%出て、あるのに対し，救急隊長で

は，約80%にもなっていることから，救急隊

畏と，jお病者 ・|共l係者との聞に意識の廷 がみ

られる。

ア初診fLH'r'段別

仰山者についてみると，傷病程度が亜 く

なるほど 「影押がある i と感じている。

イ 搬送体位別

側臥{立で搬送された似州省の方が，仰臥

{立で搬送2-tL t-.: j~/~的白より 「fi長特がある !

と感じてい る伝ーが多し〉。

ウ 搬送距離別

搬送距離が長い程 11形怖がある」と[，，[符

している(t(ir{ ，) Iこあり，特に 5km以|搬送さ

れた喝合，関係者の60%が 「彬114?がある」

と!'，ぷじている。

(4) 一般の乗川市との比較

WJ係首 i二)"Jする質11¥jで， ー般の乗!日 '1'.との



比較をみると，全体的に一般の乗用車に比べ

「良い」と感じているものは少ない。

(5) 乗り心地と病状への影響との関係、

乗り心地と荊状への影響との間には，高い

関連性がみられた。
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